
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 105 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 論理国語 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「論理国語」 （数研出版） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・本教材を通して考えてゆくことは「いかに生きるか」です。 

 

・現実世界の事実と、学んで生きていく上での理想という両方をこの授業では提示します。 

 

・そのうえで、生徒のみなさんには、言葉、哲学、倫理、経済、身体、芸術のあらゆる分野において縦横

に論理的に思考し、思考したものを言葉にしてゆくプロセスを学んでもらいます。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。 

・論理的，批判的に考える力を伸ばすとともに、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができる

ようにする。 

・言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、言葉を通し

て他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

実社会に必要な国語の知識や
技能を身に付けるようにして
いる。 

「書くこと」「読むこと」の各領域
において、論理的，批判的に考える
力を伸ばすとともに、創造的に考え
る力を養い、自分の思いや考えを広
げたり深めたりすることができるよ

うにしている。 

言葉を通じて積極的に他者や社
会に関わり、言葉がもつ価値へ
の認識を深めようとしていると
ともに、進んで読書に親しみ，
言葉を効果的に使おうとしてい

る。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



※令和４年度以降入学生用 

学
期 

単元の学習内容 単元の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

筆者の逆説的言説を理解したう

えで、異なる事例を考え、論理

的に説明する。 

 

ａ：言葉には、言葉そのものを認識したり説

明したりすることを可能にする働きがあるこ

とを理解している。 

ｂ[ 書 ]：立場の異なる読み手を説得する

ために、批判的に読まれることを想定して、

効果的な文章の構成や論理の展開をして

いる。 

ｃ：課題テーマについて積極的に自分の考

えを深めている。 

ワークシート 

小テスト 

定期テスト 

ワークシート 

提出物 

定期テスト 

ワークシート

発問評価 

提出物 

観察 
［教材］ 

胆力について 

・言葉の性質についての筆者の

考えを読み取る。 

ａ：言葉には、言葉そのものを認識したり説

明したりすることを可能にする働きがあるこ

とを理解している。 

ｂ[ 読]：設定した題材に関連する複数の文

章や資料を基に、必要な情報を関係付け

ている。 

ｃ：表現を粘り強く読み取って筆者の主張を

理解している。 

ワークシート 

小テスト 

定期テスト 

ワークシート 

提出物 

発問評価 

定期テスト 

ワークシート

発問評価 

提出物 

観察 

［教材］ 

「具体」から「抽象」へ 

・「添削」「推敲」についての筆者

の考えと、近代芸術の問題点の

内容をとらえる。 

ａ：文や文章の効果的な組立て方や接続の

仕方について理解を深めている。 

ｂ[ 読]：文章の内容や解釈を多様な論点

や異なる価値観と結び付けている。 

ｃ：筆者の意見を参考にしながら、積極的に

根拠や具体例を用いて文章を構成してい

る。 

ワークシート 

定期テスト 

ワークシート 

提出物 

定期テスト 

ワークシート

発問評価 

提出物 

観察 

［教材］ 

添削の思想 

・対談の文章を読み、それぞれ

の考えの共通点を読み取る 

ａ：言葉には、言葉そのものを認識したり説

明したりすることを可能にする働きがあるこ

とを理解している。 

ｂ[ 書 ]：、書き手の意図との関係におい

て多面的・多角的な視点から書くことができ

る。 

ｃ：文章の論理展開や表現を粘り強く読み

取って筆者の主張を理解している。 

ワークシート 

定期テスト 

ワークシート 

提出物 

定期テスト 

ワークシート

発問評価 

提出物 

観察 

［教材］ 

【探究の扉】ニュースとコミュニケ

ーション 

２

学

期 

・筆者が考える「問題の本質」の

内容を論拠とともに読み取る。 

ａ：言葉には、言葉そのものを認識したり説

明したりすることを可能にする働きがあるこ

とを理解している。 

ｂ[ 読 ]：主張を支える根拠や結論を導く

論拠を批判的に検討しようとしている。 

ｃ：文章の論理展開や表現を粘り強く読み

取って筆者の主張を理解している。 

ワークシート 

定期テスト 

ワークシート 

発問評価 

定期テスト 

ワークシート

発問評価 

提出物 

観察 

［教材］ 

〈近代〉の入口と出口の間 

・文章中の例示の内容を踏ま

え、日常生活で見られる類似の

例を述べる。" 

 

 

ａ：言葉には、言葉そのものを認識したり説

明したりすることを可能にする働きがあるこ

とを理解している。 

ｂ[  読 ]：主張を支える根拠や結論を導く

論拠を批判的に検討する。 

ｃ：文章の論理展開や表現を粘り強く読み

取って筆者の主張を理解する。 

ワークシート 

小テスト 

定期テスト 

ワークシート 

発問評価 

定期テスト 

ワークシート

発問評価 

提出物 

観察 
［教材］ 

白紙 

３
学
期 

・人間の「必然」と「偶然」につい

ての歴史的なとらえかたについ

て読みとる。 

ａ：言葉には、言葉そのものを認識したり説

明したりすることを可能にする働きがあるこ

とを理解している。 

ｂ[ 読 ]：人間、社会、自然などについて、

文章の内容や解釈を多様な論点や異なる

価値観を読み取る。 

ｃ：文章の論理展開や表現を粘り強く読み

取って筆者の主張を理解する。 

ワークシート 

小テスト 

定期テスト 

ワークシート 

発問評価 

定期テスト 

ワークシート

発問評価 

提出物 

観察 

［教材］ 

偶然とは何か 
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４ 学習の活動 

※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

  ・話すこと／聞くこと …  （         ）時間 

  ・書くこと      …  （   ２５    ）時間 

  ・読むこと      …  （   ４０   ）時間 

・夏目漱石の講演録と、漱石の

時代について考察した文章を

関連づけて読む。 

ａ：主張とその前提や反証など情報と情報と

の関係について理解を深めている。 

ｂ[  書  ]：書き手の立場や論点などの立

場から考える。 

ｃ：課題テーマについて積極的に自分の考

えを深める。 

ワークシート 

小テスト 

定期テスト 

ワークシート 

発問評価 

定期テスト 

ワークシート

発問評価 

提出物 

観察 

［教材］ 

漱石が生きた時代 


